




















































休眠が含まれ，収用は強制撤退に含まれるとみなすことができる(竹田， 1993;岩森， 1997: 
95-96)。
撤退規模の大きさに着目するならば，撤退とは撤退規模の大小を問わず「所有権比率の縮小」
であると理解することもできる (Boddewyn& Torneden， 1973: 26)。所有権比率の縮小には，
完全売却，部分売却，操業活動の清算だけでなく，収用や固有化による撤退もが含まれる (Bod-








嶋， 2004: 1)。圏内回帰には 3通りのパターンがあると考えられる。 lつ目は，海外に設立した
工場を完全に撤退させ， 日本国内でやり直す場合であり， 2つ目は，海外工場を新設ないしは増















of resources) しようとする目的で全社戦略のレベルで行われることもある (Sachdev，1976: 114-






























3 本研究で参照したHirshman(1972)は， New ]ersey l'ト|のPrincetonで刊行される Essaysin International 
Finance (1969， No. 76)に掲載された論文の転戦版である。
4 Behrman (1972)も転載版であり，はじめて発表されたのは，アメリカのtheNational Planning Association 
が発行する LookingAhead (1970， NovemberlDecember)においてである。








海外事業からの撤退を所有権の縮小としてとらえ調査した研究は， Boddewyn & Torneden 
(1973)までは存在しない (Boddewyn& Torneden， 1973: 25)。企業の撤退を具体的なデータで















































はほとんどなかった (Buchholtz.Lubatkin. & O'Neil. 199: 633)。それにもかかわらず，撤退に
関する研究は企業の多角化やM&Aの領域においてもっとも活発に行われてきたといえる(た
とえば.Duhaime & Schwen. 1985; Markides. 192; Hoskisson. Johnson & Moesel. 195; Bergh. 
197; Mulherin & Boone. 2000; Haynes. Thompson & Wright. 200. 202. 203; Schlingemann. 
























































dewyn (1983a; 1983b) とBerry(2010)をあげることカfできる。
また，撤退の問題に関する実証研究に至っては，ほとんど行われていない (Belderbos& Zou. 






























(Galan， Gonzalez-Benito， 2001: 269)。それらは，産業組織論(たとえば， Kindleberger， 1969: 
Hymer， 1976)，プロダクト・サイクル論〈たとえば， Dean， 1950; Vernon， 1966)，内部化理論(た
とえば， Buckley & Casson， 1976: Rugman， 1981)，寡占的反応理論(たとえば， Knickerbocker， 
1973) ，産業集積論 (Marshall，1920)がそれで、ある。
Dunning (1979， 1988)は， FDIを説明するいずれの経済学的理論も単独で、はFDIの複雑な現
象を説明できないとしそれまでの理論を統合したOLIパラダイム (OLIParadigm)を提唱し












6 011パラダイムを構成する 3つの条件が揃っていない場合については， Dunning (1979， 1988).金 (2010)な
どを参照されたい。
7 Boddewyn (1983b)の解釈とは対照的に.Rugman (1982・15)は，海外直接投資を説明する OLIパラダイム
85 -
に進出した企業が当該海外から撤退する条件は.OLIパラダイムにおける 3つの要素を裏返すと












































































に求める (Meyer& Rowan. 1977; DiMaggio & Powell. 1983)。新制度論では，企業はその企業
を取り巻く環境から，その企業の行う意思決定や行動に対する正当性を獲得することで存続する






isomorphism) .模倣的同型化 (mimeticisomorphism). 規範的同型化 (normativeisomor-































る (Hymer，1976; Zaheer， 195; Zaheer & Mosakowski， 197; Calhoun， 202; Mezias， 2002; 
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